
　隊 西 勢を

素
晴
ら
し
い
伝
統
を
有
す
る

し
ま
し
た

ら
に
は
、
会
の

え
ま
す
と
、
大
変
身
の
引
き

自

充
実
･
発
展
の
た
め
一
生
懸

訓

㸦㸯㸧 第㸱㸲号　　　     　　　　　　　　　　　隊　 友 　さ　 つ　 ま　　　　　　      　　　　ᖹ成㸰７ᖺ７月㸯㸳日

た
り
、
い
く
つ
か
思
い
を
述

思
い
ま
す
。
会
長
就
任
に
あ

会
の
先
頭
に
立
つ
こ

を
考

締
ま
る
思
い
࡛
す
。
就
任
致

す

命
汗
を
か
い
࡚
参
り
た
い


 も

　
ᖹ
成
２
７
ᖺ
度
県
総
会
࡛

鹿
児
島
県
隊
友
会
長
に
就
任

し
ま
し
た
、
村
山
文
彦
࡛
ࡍ

ス べ࡚

帰頭ｸ
「
帰

「頭 帰頭ｸ
「
帰

「頭

新
会
長
挨
拶

新会長 村山文彦氏

ᖹ成䠎７ᖺ度 事業計⏬䠄概要㻕
䠍 方針

県隊会䛿䚸県民䛸自衛隊䛾䛛䛡橋䛸し䛶䚸県民䛾防衛䛻対䛩䜛一層䛾理解䛸認識䛾向上䛻

ດ䜑䚸防衛ཬび防災施策䚸自衛隊諸活動並び䛻予備自衛官等䛾支援䜢ᇶ本䛸し䚸慰霊顕彰事業
ཬび地域社会䛾健全䛺Ⓨ展䛻寄䛩䜛事業䜢積極的䛻推進䛩䜛䚹

㻞㻣ᖺ度䛿䚸隊会䛜公益社団法人䛻認定さ䜜䛶㻡ᖺ目䛾節目䛾ᖺ䚹防衛䞉防災施策䚸自衛隊
諸活動䛾支援䚸慰霊顕彰事業ཬび地域社会䛾健全䛺Ⓨ展䛻寄し䛶䚸公益目的事業䛾定着充
実化䜢ᅗ䛳䛶参䜚たい䚹䛣䛾た䜑䚸大規模災害䛻備えた防災対策䜢充実䛩䜛䛸共䛻自衛隊䛾諸
活動䛻対し難題䛜降䜚䛛䛛䛳た場合䚸昨ᖺ中学校䛻䛚䛡䜛䝟ネ䝹展示中Ṇ䛻対しᕷ教育委䛻
申入䜜した䜘う䛻即応したい䚹

更䛻憲法改ṇ䛿䚸自衛隊䞉隊会䛻䛸䛳䛶悲願䚹䜎䛪各会員㻝㻜名䛾署名目標䜢達成し䚸東日本
大震災時༴険䜢顧䜏䛪身䜢䜒䛳䛶人命救ຓ䞉災害復旧䛻当た䛳た自衛官䛻地位䛸名誉䜢え䛶
あ䛢たい䚹そ䛾他䛾公益目的事業䛿䚸㻞㻢ᖺ度䜢踏襲し䜎䛩䚹䜎た隊会歌䛿鹿児島䛛䜙情報䜢
Ⓨ信し䛶再興定着し䜎した䚹県䛿元䜘䜚支部等䛻䛚い䛶䜒総会䞉行事等䛻䛚い䛶国歌䛻⥆い䛶隊
会歌䜢斉唱し䚸隊会䛾団結䞉絆䛾証䛸したい䚹皆さ䜣䛸一緒䛻䛺䜚意義あ䜛活動䚸行動䛩䜛隊

ᖹ成㻞㻣ᖺ度活動方針䛻䛴い䛶䠄会長㻕

努
力
࡛

　
先
ࡎ
第
１
に
、

「
国
民
と

隊
ࡶ
含
ࡵ
、
県
内
ࡢ
各
部
隊

西
諸
島
ࡢ
軍
事
情
勢
ࡣ
予
断

勢
、

り
わ
け
尖
閣
࡞

南

を
許
さ
ず
、
離
島
の
情
報
部

自
衛
隊
の
架
け
橋
」
と
い
う

の
姿
、
あ
ࡾ
ࡢ
ࡲ
ࡲ
ࡢ
自
衛

練
を
積
ࡳ
上
げ
て
い
ࡿ
本
来

隊
ࡢ
姿
ࡣ
、
未
ࡔ
十
分
理
解

訓
練
を
積
ࡳ
重
ね
て
い
ࡲ
す

　
自
衛
隊
が
発
足
し
て
６
０

ࡲ
ࡓ
、

つ
あ
り

ィ
ア
活

年
以
上
を
経
過
し
、
い
わ
ゆ

る
自
衛
隊
ア
ࣞ
ࣝ
ギ
ー
は
殆

す
。
我
が
国
の
安
全
保
障
情

輩
の
た
め
声
を
あ
げ
、
積
極

と
、
こ
れ
が
た
ࡵ
の
厳
し
い

ࡶ
国
防
最
前
線
の
任
務
遂
行

支
部
活

ま
す
。

ど
を
し

署
名
活

て
参
り

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
何
時

࡞

っ

ど
払
拭
さ
れ
ま
し
た
が
、
明

べ
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

日
起
こ
ࡾ
う
ࡿ
事
態
を
想
定

過
言
࡛
は
な
い

思
い
ま
す

さ
ࢀ
࡚
い
な
い

言

っ
て
も

し
、
戦
い

勝
つ
た
ࡵ
の
訓

て
ࡶ
変
わ
ら
࡞
い
と
思
い
ま

　
今
こ
そ
、
私
た
ち
は
、
後

ょ
う
。

共
通
す

の
勢
力

各
支
部

目

࡞

的

国


手
を

活
動
や

社
団
法

支
援
面

　
次


者
慰
霊

◆Ⓨ 行◆

鹿児島県隊会

◆༳ 刷◆

㻔株㻕新生社

鹿児島ᕷ七䝒島

TEL 㻜㻥㻥㻙㻞㻢㻝㻙㻜㻝㻝㻝

◆Ⓨ行責任者◆

ᮧ 山 文 彦

䠄㻞䠅ᕷ民䞉防衛䞉広報

䜰 防衛意識䛾高ᥭ

㻔䡭㻕 定期総会時防衛講話䡠支部総会利用䛾防衛意識高ᥭ

㻔䡮㻕 安全保㞀ﾌｫ䡬ﾗﾑ㻔㻝㻜䠊㻞㻠㻕開催㻔協力諸団体等䛸連携㻕

㻔䡯㻕 九䡡沖ﾌ䢚ﾛ䡫ｸ研修会開催㻔㻝㻝㻚㻞㻤～㻞㻥 宮崎県都城ᕷ㻕

㻔䡰㻕 方面隊演習䡡防災䡡現地研修等へ参ຍ

䜲 自衛隊ཬび地方公共団体䛾防災等施策へ䛾協力

㻔䡭㻕 隊会自衛情報ネ䝑䝖ワ䞊ク䛾維持䞉拡充䛸

䠍䠎普連へ䛾情報提供

㻔䡮㻕 国保法事態ཬび大規模災害時等䛾自治体䛸䛾

協力協定締結䛾推進

㻔䡯㻕 大規模災害時䛾協力者ネ䝑䝖ワ䞊ク䛾構築推進

全国本部䛸連携した県隊会防災ボランテ䜱䜰

活動マニュ䜰䝹䛾活用

㻔䡰㻕 自治体等䛾行う総合防災訓練等へ䛾参ຍ

㻔䡱㻕 新規入会会員䜢重視したボランテ䜱䜰人ᮦ䝞ンク

組織䛾維持䞉拡充

䠄㻝䠅総務䞉組織

䜰 会勢䛾充実䞉拡大

㻔䡭㻕 会員䛾増勢

䠽 即日入会率䛾向上ཬび未ຍ

入Ｏ䠞䛾掘䜚起䛣し

㼎 会員名簿䛾整理

䠿 家族会員ຍ入率㻝㻜%以上目標

㼐 予備自部会䡡女性部会䜢充実

強化し隊会䛾活性化䜢推進

㼑 特別会員䛾増勢㻔地域社会䛾

隊会へ䛾理解䛸協力促進㻕

䡂 会員䛾定着率向上

㻔特䛻㻝ᖺ未満会員㻕

䜲 組織䛾改編䞉強化

新支部等䛾結成機運䛾醸成支援

㻔未結成ཬび空白等地域㻕

ດ䜑䚸防衛ཬび防災施策䚸自衛隊諸活動並び䛻予備自衛官等䛾支援䜢ᇶ本䛸し䚸慰霊顕彰事業
ཬび地域社会䛾健全䛺Ⓨ展䛻寄䛩䜛事業䜢積極的䛻推進䛩䜛䚹

䛣䛾た䜑䚸公益目的事業䛾定着充実化䛻䜘䜚会活動䛾活性化䜢ᅗ䜛䛸䛸䜒䛻䚸会勢䛾拡大䡠収

益事業䛾推進䛻䜘䜚会ᇶ┙䛾充実䜢ᅗ䜚䡠併䛫䛶会員䛾福祉䛸親睦䛾た䜑䛾事業䜢⥅⥆し䛶会

䛾魅力化䛻ດ䜑䜛䚹

施
さ
れ
た

「

市
国
分
の
特

　
4
月
2
6

引
続
ࡁ
会
員
の
親
睦
を
深
め

　
３
つ
目

࡞
り
ま
す
ࡀ
、

し
ょ
う
。

充
実
発
展
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
私
達
は
、
自
ศ
を
育
て

と
が
大
ษ
だ
と
思

っ
࡚
い
ま

会
員
同
士
の
絆
を
強
め
ࡿ
こ

の
集
ま
ࡾ
࡛
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

隊
に
強
い
愛
着
心
を
持
つ
者

で
、
県
内
各
地
の
戦
没

ア
精
神
を
発
揮
し
活
動
し
て

、
各
県
隊
友
会
と
と
も

い
に
語
ら
い

が
、
同
じ
自

も
、
自
衛
官

を
食
べ
た
同

異
な
り
ま
す

）
・
事
務
官

年
代
･
期
間

国
分
基
地
特

　
慰
霊
祭
ࡣ

多
数
ࡢ
会
員

及
び
後
村
国

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
出
身

慰
霊
祭
」
に

り
ま
す
。
ま
た
、
災
害

も
、
ま
ず
は

「
飲
ん
か
た
」

活
動
が
軌
道
に
乗
り
つ

活
動
が
基
本
だ
と
思
い

。
会
員
の
高
齢
化
࡞


し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

活
動
」
に
鋭
意
参
画
し

り
ま
し
ょ
う
。

。
ま
た
、
今
年
で
公
益

す
る
課
題
を
克
服
し
、

力
拡
大
に
努
力
し
ま
し

い
る
仲
間
同
士
で
す
。
今
年

念
を
持
ち
、
退
職
後
も
自
衛

話
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」

度
新
規
の

「
新
入
会
員
を
世

て
く
れ
た
自
衛
隊

感
謝
の

部
の
実
情
を
踏
ま
え
て

࡞
り
ま
す
。
各
支
部
の

国
や
県

政
策
提
言
࡞

を
携
え

「
憲
法
改
正
の

や
そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ

法
人
に
移
行
し
࡚
５
年

面
࡛
も
、
市
町
村
レ
ベ


県
隊
友
会
ࡢ
活
動
ࡣ

霊
施
設
ࡢ
清
掃
・
慰
霊

࡞

、
公
益
事
業
の
更
な
る

ル
」
の
具
現
実
行
に
努
め
る

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ニ

ュ
ア

ル
の
防
災
協
定
締
結
や

「
災

䠄㻠䠅財務䞉事務局䞉┘事

䜰 財務強化䚸会費徴収厳ṇ化

䜲 収益事業等 販売広報䜢積極的䛻実施

㻔䡭㻕 天䛾輝䛝䛂隊䛃䛿䚸九ᕞ各県

隊会ཬび県内会員へ䛾販売䛾拡大

㻔䡮㻕 相互扶ຓ事業等䛿䚸情報䛾獲得

㻔䡯㻕 広告紙頒ᕸ依頼企業䛾開拓

䠄㻟䠅部隊等支援䞉協力諸団体䞉親睦

䜰 部隊等支援

会活動䛾柱䛸いう認識䛾䜒䛸積極的䛻支援

㻔䡭㻕 演習䞉訓練䞉災害派遣等䞉国㝿支援活動

䛾協力支援

㻔䡮㻕 部隊等䛸䛾交流䛾拡充

䠽 部隊㻔駐屯地㻕䛸䛾䚸定期意見交会開催

㼎 隊員䛸各支部会員䛸䛾直接的交流

㼏 各駐屯地開設䛾䡞隊会㻼Rｺ䡬䢁䡬䡟充実活用

㼐 駐屯地㻔体育㻕クラブ活動支援

㻔䡯㻕 募集䞉援護等䛾支援

鹿地本䡡各地域事務所䡡援護䡺䢙ﾀ䡬䛸䛾連携

㻔䡰㻕 自治体等䛾行う総合防災訓練等へ䛾参ຍ

㻔䡱㻕 新規入会会員䜢重視したボランテ䜱䜰人ᮦ䝞ンク

組織䛾維持䞉拡充

ウ 地域社会䛾健全䛺Ⓨ展䛻寄䛩䜛各種協力

自衛隊䛷ᇵ䛳た能力䞉経験ཬび組織力䛾活用

㻔䡭㻕 県内公益目的事業䛾推進

慰霊碑等䛾清掃䚸各種慰霊祭へ䛾参ຍ等

㻔䡮㻕 䛂東日本大震災復興䛚ຓ䛡隊䛃へ䛾参ຍ

自衛隊㻻㻮Ⓩ録者㻣㻢㻢人䠄内䡠鹿県出身者䠑䠕人䠅

エ 広報活動

㻔䡭㻕 広報紙䛂隊さ䛴䜎䛃䛾Ⓨ刊䠖ᖺ䠐回

新支部等䛾結成機運䛾醸成支援

㻔未結成ཬび空白等地域㻕

ウ 会務運営䛾効率化

㻔䡭㻕 定期総会㻦防衛講演会䛸懇親会

䜢併䛫実施

㻔議事ཬび会員䛾啓Ⓨ䡡懇親䛾機会㻕

㻔䡮㻕 本部䡡県総会議決権䛾整斉実施

㻔䡯㻕 㻵T機器䛾効果的運用推進

事務機器䛾ﾏ䢂ｭ䡭ﾙ化䡠会員䛸䛾

䡭ｸ䡺䡹拡大䡠県隊会㻴㻼䛾更新等

㻔䡰㻕 本部規則類等䛾見直し等䛻併

㻔䡭㻕 県主要事業䠖県ｸ䢚ﾗ䡯䢙䢀䢚ｺ䢚ﾙﾌ大会䡡ᅖ碁大会

㻔䡮㻕 会員䛾叙勲䡡ຌ績䛻敬意䡠慮䛾事故へ䛚

見舞い

カ そ䛾他䠖隊会幟䛾作成配ᕸ

国
分

祭

0
0
人
が
参
列

生
存
者
等
約
2

「
ᖹ
成
2
7
ᖺ
度

特
攻
碑
公
園
で
実

6
日

（
日
）
霧
島

存
委
員
会
委
員

・
献
奏
・
・

「
同
期
の
桜
」

長
・
前
田
霧
島
市
長
の
慰
霊

の
こ
と
ば
に
始
ま
り
、
献
花

し
、
慰
霊
碑
保

ࡢ
他
特
攻
隊
員

　
私
ࡢ
伯
父
ࡣ
海
軍

隊
員
で
し
た
。
太
平

出
撃
途
中
、
エ
ン
ジ

立

っ
た
特
攻
機
の
中

ᮎ
期
鹿
児
島
ᮏ
土
か

い
、
昔
話
や
苦
労

　
以
上
で
鹿
児
島
県
隊
友
会

自
衛
隊
の
釜
の
飯

気
を
養
い
、
自
衛
隊
の
歴
史

の
挨
拶
と
し
ま
す
。

長
に
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て

ょ
う
。

を
後
輩
に
伝
え
て
参
り
ま
し

官

（
陸
・
海
・
空

同
胞
と
し
て
、
互

話
࡞


花
を
咲
か
せ
、
英

す
し
、
在
籍
し
た

官
･
ナ
ー
ス
࡞


間
も
異
࡞
り
ま
す

特
攻
隊
員
戦
没
者

は
、
遺
族
8
8
人

員
が
参
加
し
た
。

を
力
強
く
歌
い
、
最
後
に
遺

も
に
参
加
者
に
感
謝
の
こ
と

の
思
い
出
を
語
ら
ࢀ
ࡿ
と
と

国
分
事
務
局
長
他

に
河
野
県
副
会
長

了
し
た
。

ば
を
述
べ
ら
れ
、
式
典
は
終

携
わ
り
ま
し
た
。
現

に
関
わ

っ
࡚
い
き
た

は
鹿
児
島
地
本
勤
務

࡛
お
り
、
来
年
夏
公

れ
な
い
」
の
映
画
化

司
監
督
の
著
書

「
黒

支
援
の
依
頼
を
受
け

㸯
㸮
年
の
節
目
に
慰

成
㸯
６
年
に
始
ま

っ

の
黒
島
の
島
民
と
特

の
交
流
を
描
い
た
故

が
、
私
も
微
力
な
が

で
す
。
▼
鹿
児
島
県

特
攻
基
地
等
に
関
連

祭
の
行
事
支
援
等
を

そ
の
清
掃
奉
仕
活
動

霊
碑
も
多
く
、
隊
友

一
つ
と
し
て
行

っ
て

く
、
自
分

出
来
ࡿ

念
ࢆ
決
し
࡚
忘
ࢀ
ࡿ

命
ࢆ
捧
ࡆ
ら
ࢀ
た
先

　
鹿
児
島
地
区
協
議

う
今
日
ࡇ
の
頃
࡛
す

日
々
精
進
し
࡞
ࡅ
ࢀ

た
め
自
ら
進
ࢇ
࡛
若

戦
࡛
郷
里
や
家
族
等

っ
て
い
る
こ
と
と
、

は
、
今
の
日
本
が
あ

の

「
特
攻
平
和
記
念

　
　
　
鬼
塚
　
俊
伸

る
防
人
の
後
輩
で
あ

っ
て
お
り
ま
す
。
▼

ブ
ル
の
た
め
、
枕
崎

時
着
し
た
特
攻
機
も

し
た
。
▼
黒
島
ࡣ
沖

約
６
０
㎞
ࡢ
洋
上
に

先
達
ࡢ
犠
牲
ࡢ
上
に

族
ࢆ
代
表
し
中
島
さ
ࢇ
が
兄

際
、
負
傷
し
た
特
攻

鹿
児
島
地
区
協
議
会
長
　
河
野
時
彦
記

員
も
お
ࡽ
れ
ま
し
た

い
看
護
に
ࡼ
ࡾ
生
還

中
に
は
、
島
民
か
ら

島
村
の
一
つ
黒
島
付

も
あ

っ
た
か
ら
で
す

時
ࡢ
飛
行
経
路
上
ࡢ

回

帰

特攻慰霊祭献花ࡢ状況

㻔䡯㻕 広告紙頒ᕸ依頼企業䛾開拓

㻔䡰㻕 䛂隊さ䛴䜎䛃へ䛾広告協賛企業䜢
鹿地本䡡各地域事務所䡡援護䡺䢙ﾀ䡬䛸䛾連携

䜲 予備自衛官等㻔即自含䜐㻕䛾支援

㻔䡭㻕 招集訓練時䛾激励品䚸射撃優秀者へ䛾表

彰ཬびメダ䝹等付

㻔䡮㻕 隊会活動䛾紹介時間䛾設定並び䛻意見

交会䛾開催

ウ 殉職者自衛隊員ཬび戦没者等䛾慰霊顕彰

㻔䡭㻕 殉職者慰霊䠖方面䞉師団並び䛻各ᇶ地䞉

駐屯地䛾追悼式参ຍ

地本䛾協力䜢得䛶鹿児島県殉職者䛾慰霊

祭主催㻔県護国神社㻕

㻔䡮㻕 戦没者慰霊䠖県䛸し䛶各種慰霊祭参ຍ

各支部䛷清掃䞉慰霊活動参ຍ

エ 協力諸団体等䛸䛾連携

分
特
攻
慰
霊

軍
ࡢ
特
攻

平
洋
戦
争

ジ
ン
ト
ラ

中
に
ࡣ
、

か
ら
飛
び

現
在
、
こ

た
い
と
思

務
時
、
平

公
開
予
定

化
が
進
ࢇ

黒
島
ࢆ
忘

け
調
整
に

慰
霊
飛
行

っ
た
黒
島

特
攻
隊
員

故
小
林
広

が
ら
そ
れ

県
に
は
、

連
す
る
慰

を
事
業
ࡢ

動
や
慰
霊

友
会
࡛
ࡣ

࡚
い
ま
す

る
こ



る
こ

࡞

先
達
ࡢ
無

議
会

す
。

ࢀ
ば
と
思

若
く
し
て

等
を
守
ࡿ

、
先
の
大

あ
る
の
も

念
祭
」
に

伸
　
記

あ
ࡿ
ᡃ
々

▼
国
を
守

崎
の
南
方

も
あ
ࡾ
ま

沖
縄
出
撃

に
あ
ࡿ
三

に
ᡂ
ࡾ
立

攻
隊
員
の

た
。
▼
私

還
し
た
隊

ら
の
手
厚

付
近
に
不

す
。
そ
の

の
目
印
で

帰

線




࡞
り
ま
す
。
地
元
以
外
࡛

地
元
関
係
者
ࡢ
協
力
が
必
要

し
࡚
慰
霊
祭
を
行
う
に
ࡣ
、

霊
の
御
霊
に
た
い
し
、
⥅
⥆

３
人
）
し
川
⏿
会
長
か
ら
村

施 に て　

　
優
れ
た
指
導
力
と
強
い
リ

た 盛

に
出
水
海
軍
航
空
隊
地
下
戦

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
数
々
の
功

制
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の
役
員

新

わ
れ
た
。

交
代
に
つ
い
て
の
審
議
が
行

会

山
会
長
を
中
心
と
す
ࡿ
新
体

㸦㸰㸧 第㸱㸲号　　　     　　　　　　　　　　　隊　 友 　さ　 つ　 ま　　　　　　      　　　　ᖹ成㸰７ᖺ７月㸯㸳日

加
さ
ࢀ
ま
し
た
が
、
近
年
ࡣ

水
基
地
陸
攻
隊
銀
河
隊
出
撃

ࡢ
碑
」
と

「
鎮
魂
殉
国
の
碑

に
よ
り
、
執
り
行
わ
れ
ࡲ
し

関
係
者
の
高
齢
化
が
す
す
ࡳ
、

域
各
支
部
の
１
１
９
人
の
会

副
会
長
及
び
事
務
局
長
の
全

6
3
8
柱
」
を
建
立
し
て
御

十
五
星
霜
し
て
初
め
て
の
前

碑
」
を
建
立
し
、
終
戦
よ
り

に
入
港
し
た
、
海
自
艦
艇
の

　
広
報
等
の
た
め
米
ノ
津
港

が
、
前
夜
祭
・
慰
霊
祭
に
参

族
等
全
国
か
ら
多
数
の
方
々

元
隊
員
、
遺
族
、
地
元
市
民

夜
祭
、
除
幕
式
と
慰
霊
祭
が

員
が
参
加
し
、
国
歌
・
隊
友

　
戦
後
7
0
年
を
経
て
、
英

力
を
得
て
い
ま
す
。

慰
霊
碑
に
献
花
と
参
拝
の
協

指
揮
官
、
乗
組
員
等
に
は
、

先
細
り
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　
議
事
は
、
事
業
・
決
算
報

会
歌
の
斉
唱
、
物
故
者
に
対

　
ᖹ
成
２
７
ᖺ
度
県
隊
友
会

々
と
審
議
等
を
行

っ
た
。

会
長
代
行
の
議
事
進
行
࡛
粛

員

そ
の
他
の
主
要
理
事
役

の
役
職
が
交
代

（
退
任
理
役

た
。

　
そ
の
後

｢

海
軍
航
空
隊
出

告
、
事
業
・
予
算
計
画
、
県

１
８
人
、
新
選
任
理
事
役
１

　
総
会
は
、
１
３
時
か
ら
県

ࡣ
役
員
改
正
ࡢ
年
で
会
長
、

規
則
類
の
改
正
及
び
本
年
度

闘
指
揮
所
壕
の
上
に

「
特
攻

　
昭
和
㸱
㸳
年
㸲
月
１
㸴
日

　
か
つ
て
は
、
元
隊
員
、
遺

で
実
施
さ
れ
た
。

島
市
の
ジ

ェ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン

３
時
か
ら
１
８
時
ま
で
鹿
児

会
及
び
懇
親
会
の
３
部
構
成

パ
レ
ス
で
総
会
、
防
衛
講
演

定
期
総
会
は
㸳
月
㸰
㸲
日
㸯

司 新 新 総 績

す
る
黙
祷
、
川
⏿
会
長
の
挨

拶
表
彰
等
に
引
ࡁ
続
ࡁ
小
松

状を 防 る 　会 挨を て　第ࡀ の ま 参頂６ 二 　会待慰 ッ年員 同 献 の 旗 時 隊

屯
地
㸯
㸰
普
連
音
楽
部
の

「

地 　い会

「
慰
霊
飛
行
」
陸
自
国
分
駐

地
第
1
航
空
群
Ｐ
３
ー
Ｃ
の

力
本
部
、
海
自
鹿
屋
航
空
基

は
、
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協

数 慰下

り
ま
す
。

霊
達
の
お
名
前
ࢆ
刻
ࢇ
で
あ

慰

「
出
水
特
攻
慰
霊
祭
」
の

就任挨拶ࢆする村山新会長清掃前に説明ࢆする吉田氏(右)

総
会
盛
大
に
開
催

ᖹ
成
2
7
ᖺ
度
県
隊
友
会
総
会

　
毎
ᖺ

月
４
日

（

に
代
替

わ
ࢀ
て

ࡿ
。

施
さ
れ
、
全
県
域
の
会
員
が

五
感
を

に
つ
い
て
」

（
５
０
分
）
ࡢ

て
総
会
ࡣ
円
滑
に
終
了
し
た

　
岩
﨑
２
Ｇ
ｐ
副
会
長
　
記

た
。
　
岩
﨑
副
会
長
　
記

盛
大
か
つ
盛
会
裏
に
終
了
し

端
で
終
わ

っ
た
。
今
は
、
ダ

ン
ス

本
気

࡞
り
つ
つ
あ

新
体
制
で
国
会
議
員
、
県
議

こ
と
に

会
議
員
、
協
力
団
体
等
の
招

司
令
園
田
直
紀
海
将
補
に
よ

新
会
長
挨
拶
で
村
山
新
会
長

新
体
制
へ
託
し
た
。
ま
た
、

総
括
し
今
後
ࡢ
運
営
を
村
山

績
を
残
さ
れ
た
川
⏿
会
長
ࡣ

状
と
東
・
南
シ
ナ
海
ࡢ
情
勢

を
熱
心
に
聴
講
し
た
。

防
衛
講
演
会
が
行
わ
ࢀ
特
別

ࡿ
演
題

「
海
上
自
衛
隊
の
現

　
１
５
時

ࡽ
第
１
航
空
群

会
員
も
加
わ
ࡾ
全
会
員
ࡀ
ホ

ぎ

ࡽ
増
え
、
バ
ࢻ
ミ
ン
ࢺ

挨
拶
で
４
年
に
亘
る
職
務
を

を
宣
言
し
、
上
番
に
あ
た

っ

ࡀ
力
強
ࡃ
責
務
ࡢ
引
ࡁ
継
ࡂ

て
ࡢ
想
い
と
決
意
を
披
歴
し

　
私
ࡢ
趣
味
ࡣ
、
４
０
歳
過

ラ
ジ
コ
ン
と
様
々
に
や

っ
て

ぶ
つ
か

ン
、
水
泳
、
釣
り
、
囲
碁
、

テ
ッ
プ

音
楽
に

ࡁ
た
ࡀ
、
い
ࡎ
れ
も
中
途
半

ࡍ
の
ࡔ

を
か
き

ࡓ
。
１

ご
遺
族

に
鹿
屋

も
趣
味

塚
公
園
に
特
攻
隊
員
ࡢ
慰
霊

ࡣ
、
支
那
事
変
か
ら
大
東
亜

戦
争
ま
で
基
地
機
能
を
維
持

父
、
母
、

　
慰
霊
祭
は
、
毎
年
㸲
月
１

眠
を
祈

特
攻
隊

る
と
と

か
ら
ご

第
１
航
空
群
の
Ｐ
㸱
ー
Ｃ
の

の
主
催
で
、
㸯
㸮
時
５
㸮
分

ま
た
県
本
土
に
所
在
す
ࡿ
部

参
加
協
力
を
得
て
お
ࡾ
ま
す

塔
が
空
高
く
聳
え
立

っ
て
い

る
。
昭
和
１
１
年
４
月
１
日

頂
い
て
お
り
ま
す
。

６
日

出
水
特
攻
碑
顕
彰
会


開
設
し
た
鹿
屋
航
空
基
地

群
の
効

ド
し
࡞

刺
激
さ

性
の
何

　
社
交

二
分

深
ࡵ
る
と
と
ࡶ

、

　
懇
親
会
ࡣ
１
６
時

ࡽ
実

会

懇
親
と
隊
友
ࡢ
絆
を
十

待
者
を
迎
え
࠾
も
て
࡞
し
し

慰
霊
飛
行

始
ま
ࡾ
、
１
１

５
日
の

「
菊
水
第
㸱
白
菊
隊

撃
を
皮
切
り
に
同
年
６
月
㸰

の

「
梓
特
別
攻
撃
隊
」
の
出

｢

競
技

ッ
ト
࡞
話
題
の
情
勢
分
析
等

　
鹿
屋
航
空
基
地
近
く
の
小

年

一
度
一
同

会
す
る
機

員
で
）
、
国
旗
･
軍
艦
旗
降

同
期
の
桜
合
唱

(

参
加
者
全

献
花
、
音
楽
部
慰
霊
演
奏
、

人
の
特
攻
隊
員
ࡀ
鹿
屋
基
地

し
て
ࡁ
た
。

の
霊
に
対
し
）
、
代
表
献
花

」
出
撃
ま
で
の
間
、
㸷
㸮
㸶

　
昭
和
㸰
㸮
年
㸱
月
㸯
㸯
日

旗
掲
揚
、
黙
祷

(

戦
没
戦
士

時
式
典
開
始
、
国
旗
･
軍
艦

隊
ࡢ
指
揮
官
等

ࡣ
参
加
を

地
区
在
住
ࡢ
隊
友
会
員
ࡢ
多

　
࡞
お
、
当
慰
霊
祭
に
北
薩

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
隊
友

会
出
水
支
部
は
、
特
攻
碑
周

　
　
出
水
支
部
長

数
の
参
加
と
協
力
を
お
願
い

　
　
　
吉
田
國
蔵
　
記

辺
の
清
掃
作
業
を
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

い
う
。

で
あ
る
か
ら
、
約
１
/
３
強

慰
霊
の
言
葉
、
全
参
加
者
の

の
特
攻
隊
員
が
２
㸳
２
㸴
人

還
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
。
海
軍

か
ら
南
の
空
に
飛
び
立
ち
、

下
࡛
行
わ
れ
࡚
い
ま
す
。

が
鹿
屋

今
は
甥

っ

慰
霊
演
奏
及
び
儀
仗
隊
」
の

　
昨
年

い
い
よ
」

ナ
ー
か

ら
。
」

が
、
こ
れ
ま
で
は
団
体
サ
ー

る
。
ダ
ン
ス
歴
ࡣ
長
い
ࡢ
だ

ࡤ
い
い
と
、
パ
ー
テ
ィ
ー
࡛

ク
ル
࡛
皆

楽
し
く
踊
れ
れ

そ
れ
࡞
り

踊

っ
て
い
た
。

　
以
前

言
わ
ࢀ

社
交
ダ
ン
ス
に

華麗࡞ダンスを披露すࡿ筆者

「
鹿
屋
特
攻
慰
霊
祭

準
備
作
業
か
ら
報
道
さ
ࢀ
た

齢
化

伴
う
慰
霊
祭
の
行
方

ビ
等
か
ら

「
戦
後
７
０
年
高

年
４
月
の
第
一
土
曜
日

日

（
土
）
に
慰
霊
祭
が

替
わ
ࡾ
し
つ
つ
あ
ࡿ
と

て
い
ࡿ
。
特
攻
隊
員
の

」
の
取
材
も
あ
り
、
行
事
ࡢ

児
島
戦
没
者
墓
地
清
掃
及
び

今
年
ࡣ
戦
後
７
０
年
と
い
う

慰
霊
祭
行
事
に
参
加
し
た
。

身
の
方
々
が
整
列
し
て

「
隊

で
、
護
国
神
社

気
が
盛
り
上
が

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ࡵ
ࡢ
手
ࡶ
止
ま

ࡣ
よ
く
言
い
ま

　

「
歳
月
人
を

࡚
い
る
わ
け
࡛

࡛
す
。
決
し
࡚

節
目
࡛
あ
り
、
Ｋ
㹒
㹑
テ
レ

な

っ
た
夕
食
後

す
が
。
二
人
き

を
総
動
員
し

(

冷
や
汗

私
も
遠
慮
な
く

の
高
鳴
ࡾ
を
感

音
楽
部
の
勇
壮

霊
祭
ࡀ
開
始
さ

　
㸯
㸮
時

ࡽ

ࡾ
神
事
ࡀ
厳


れ
た
。
主
催
者

て
も
う
夏
へ
と

何
回
も
同
じ
ス
テ
ッ
プ
を
繰

替
え
も
追
い
つ

少
し
ず
つ
面
白
く
な
ࡾ
ࡔ
し

　
某
先
輩
は
夫
婦
で
踊
ࡽ
れ

ࡓ
。

て
お
り
、
奥
様
を
優
し
く
リ

鹿
児
島
南
支
部
小
原
憲
一
記

い
と
本
気

࡞

っ
て
き
た
。

間
こ
そ
が
疲
れ

に
し
た
。

い
る
と
信
ࡌ
ま

ࡋ
か
ࡋ
こ
の
ほ

か
ࡽ
࡞
い
ࡼ
う

リ
ー

プ
の
順
番
を
組
み
立
て


外
れ
࡞
い
、
他
組


理
屈
࡛
は
理
解
࡛
ࡁ
る
ࡀ
、

体
ࡀ
そ
の
ࡼ
う

動

࡞
い

才
を
過
ぎ
て


　
今
年
も
冬


の
流
れ
の
早
さ

だ

ࡽ
、
心
身
と
も


ࡁ
࡞
ࡀ
ら
）
体
を
動


習

精
ࡀ
出
る
よ
う

࡞

っ

っ
た
の
に
、
ま

１
年
ほ
ど
前
に
パ
ー
ト

族
も
ご
高
齢

࡞
り
、

屋
市
主
催
で
全
国
各
地

行
わ
れ
、
５
１
遺
族
・
１
３

味
ࡀ
た
く
さ
ん
あ
る


く
、
羨
ま
し
い
も
の
で
あ
る

言
葉
を
述
べ
ら

撃
隊
員
の
安
寧

自
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
中
藤
光
雄

　
遺
族
の
謝
辞

謝
を
捧
䛢
䜛
慰

に
行
わ
䜜
䜛
䛣

の
桜
」
を
合
唱
さ
ࢀ
ࡿ
。
す

母
、
弟
、
妹
で
あ

っ
た

　
ま
た
来
ᖺ
も

ࢀ
ࡿ
こ

に
対

口
ず
さ
ん
࡛

「
同
期
の
桜
」

最
後
に
、
予
科
練
出
身
࡛
海

の
大
合
唱

な
る
。
式
典
の

る
と
、
参
加
者
の
皆
ࡉ
ࢇ
も

祈
念
し
て
慰
霊
祭
ࡀ
行

隊
員
の
英
霊

感
謝
す

と
も

安
ࡽ

࡞
ࡿ
永

ࡈ
遺
族
ࢆ
࠾
招
ࡁ
し
て

氏
ࡀ
特
攻
隊
員
の
遺
書
ࢆ
朗

ࡾ
ࡀ
違
う
。
」
と
言
わ
れ
た

つ
ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
、
音
取

果
ࡣ
惨
憺
た
る
も
ࡢ
で
あ

っ

た
。
先
生
か
ら

｢

競
技
ダ
ン

ス
は
別
物
だ
よ
。
静

で


効
果
ࡀ
あ
る
よ
う
だ
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
。
競
技
ダ
ン
ス
を
続
け
࡚

さ
れ
認
知
防
止
に
は
抜

何
倍
も
大
変
࡛
す
。
ス

交
ダ
ン
ス
ࡢ
男
性
ࡣ
女

良
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
結

り
返
す
練
習
は
辛
い
け
ど
、

｢

上
級
を
目
指
す
ぞ
」
と
練

技
会
に
初
出
場
。
自
分
で
は

技
を
始
め
た
ら
?
」
と

ち
࡞
み

今
年
は
㸲

㸱
月
㸰
９
日
早
朝
か
ら
、
鹿

　
鹿
児
島
地
区
協
議
会
は
、

　
ᖹ
田
鹿
屋
海

　
今
年
ࡢ
参
加
者
ࡣ
２
５
人

歌
演
習
」
と
称
し
て

「
同
期

屋
か
ら
飛
び
立

っ
࡚
い

１
時
間
半
࡛
終

࡛
、
天
幕
展
張

組
に
区
分
し
て

甥

っ
子
、
姪

っ
子
さ
ん

　
主
人
が
自
衛

読
さ
ࢀ
ࡿ
。

市
が
慰
霊
祭
を

１
人
の
方
が
参
列
さ
れ
た
。

ࡽ
し
の
࡞
い
事

日
へ
の
活
力


後


の
ࡼ
う

年
9
月

鴨
池
で
の
競

す
る
の
か
、
妻

｢

自
分
も
あ
の
よ
う

࡞
り

合
わ
せ
て
永
く
踊
り
続
け
た

た
い
。
」
と
思
い
、
体
力
に

ー
ド
さ
ࢀ
て
い
ࡿ
姿
は
眩
し

よ
」
と
の
言
に
始
め
る

か
ら

「
競
技
や

っ
て
も

と
気

か
け
࡞
か

っ

　
特
筆
と
し
て
、
旧
海
軍
出

前
か
ら
競
技
選
手
に
、

れ
て
い
た
が
、

｢

他
に

自
然
で

献花をする平田統括副会長

ス
に
本
気

霊
祭
」
へ
参

戦
没
者
慰
霊
祭
へ
参

勝
征
鹿
児
島
戦
没
者
墓
地
顕

元
県
隊
友
会
長
で
あ
る
田
島

　
こ
ࡢ
間
隊
友
会
ࡣ
、
参
加

社
の
宮
司
に
よ

が

っ
た
と
こ
ろ

来
賓
挨
拶
等
が
あ
り
、
最
後

援
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、

要
望
し
、
更
な
る
協
力
を
お

者
の
案
内
・
接
遇
及
び
子
供

　
　
　
森
田
孝
子
　
記

グ
を
済
ま
せ
た

ま

っ
た
主
人
と

ま
す
が
、
５
０

を
待
た
ず
」


࡛
ࡣ
な
い
ࡢ
࡛

࡚
ボ
ー

ッ
と
し

後
は
、
だ
れ
や

き
り
の
生
活
と

く
ゴ
ロ
リ
。
ࡔ

願
い
さ
れ
ࡓ
。

感
じ
つ
つ
雰
囲

会
の
国
旗
掲
揚
補
助
等
の
支

壮
な
演
奏
で
慰

さ
れ
、
気
持
ち

ࡽ
国
分
駐
屯
地

に
鹿
児
島
神
社
宮
司
の
山
下

鹿
児
島
地
協
　
後
藤

あ
ࡾ
、
戦
没
者
の
霊
を
慰
め

氏
に
よ
ࡿ
薩
摩
⍇
⍈
演
奏
ࡀ


に
執
ࡾ
行
わ

行
事
を
終
了
し
た
。

者
挨
拶
で
は
、

自
然
か
ら
の
頂
き
も
の
を
毎

か
い
て
野
菜
、
米
を
作
り
、

と
季
節
が
変
わ

こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
大

日
美
味
し
く
食
す
生
活
で
す

つ
か
な
い
毎
日

し
た
い
。
で
き
れ
ば
元
気
で

れ
を
癒
し
、
明

ま
す
。

毎
日
幸
せ
な
日
々
を
と
は
望

ほ

っ
と
す
る
時

か
ら
は
特
に
時

か
ら
春
、
そ
ࡋ

さ
を
感
ࡌ
ま
ࡍ

ま
だ
身
体
も
衣

ら
ࢀ
ࡿ
。

寧
を
祈
䜚

、
感

辞
で
は
、
鹿
屋

慰
霊
祭
が
厳
粛

こ
䛸
䛷
あ
ろ
う

も
神
風
特
別
攻

対
す
る
感
謝
の

揚
会
長
が
、
遺
族
の
高
齢
化

等
か
ࡽ
当
会
の
発
展
ࢆ
強
く

海
支
部
長
　
記

࡚
行
け
た
ࡽ

願
う
ば
か
ࡾ

意
欲
的
に
楽
し
み
ࢆ
見
つ
け

自
分
達
の
時
ࢆ
刻
ࢇ
࡛
生
き

࡛
す
。
　
さ
つ
ま
支
部

や
全
く
問
題
な
し
。
さ

っ
さ

し
心
配
で
し
た
が
、
い
や
い

と
就
職
し

「
す
べ
き
こ
と
ࢆ

き
ち
ࢇ
と
や
り
、
そ
こ
そ
こ

頑
張
り
楽
し
く
生
き
て
い
く

好
き
な
ゴ
ル
フ
、
釣
り
࡛
ス

ࡇ

が
少
な
い
一
日
ࢆ
過
ࡈ

ࡳ
ࡲ
せ
ࢇ
が
、
せ
ࡵ
て
嫌
࡞

誰

ࡶ
老
化
が
訪
れ
ま
す
。

い
が
、
確
実
に
歳
を
と
り
、

人
生
何
ࡀ
あ
る

わ

ら
な

ト
レ
ス
解
消
。
田
⏿
で
汗
を

　
ま
ࡔ
ま
ࡔ
こ
れ
か
ら
先
の

　
森
田
裕
二
会
員
の
奥
様

終
了
し
ࡓ
。

張
組
及
び
清
掃

て
実
施
し
、
約

衛
隊
定
年
退
職

を
毎
年
挙
行
さ

事
は
十
分
承
知


つ
࡞
が

っ
て

う
な
生
き
方
を

妻
と
し
て
ࡣ
少

然
で
意
欲
的
な
生
活
を

鹿児島戦没者慰霊祭ࡢ状況

晴
れ
の
受
賞

お
め
ư
Ʊ
う

◎
叙
勲
受
章

(

春
の
叙
勲)

☆
瑞
宝
小
綬
章

◆
鹿
屋

（海
）

平
田

辰
雄

☆
瑞
宝
双
光
章

（危
険
業
務
）

◆
国
分

（陸
）

北
迫

輝
雄

◆
隼
人

（陸
）

新
中

輝
美

◆
鹿
屋

（海
）

末
岡

和
弘

◆
薩
摩
川
内
（陸
）

永
吉

幸
仁

◆
姶
良

（陸
）

西
木
場

浩

◆
国
分

（海
）

福
田

勝
則

◆
薩
摩
川
内
（陸
）

宮
脇

善
明

☆
瑞
宝
単
光
章

（危
険
業
務
）

◆
鹿
児
島

（陸
）

有
園

孝

前
薗
裕
行

◆
志
布
志

（空
）

小
原

三
男

◆
鹿
屋

（海
）

重
村

久
吉

◆
薩
摩
川
内
（陸
）

島
津

幸
夫

◆
伊
佐

（陸
）

永
富

訓

◆
瀬
戸
内

（海
）

柳

一
範

☆
文
科
大
臣
賞

（ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労
）

◆
隼
人

（陸
）

前
田
健
二
郎

へ
参
加

藤
光
一
記

受
賞

ư
Ʊ
う

受
章

勲)綬
章

海
）辰

雄

殿

光
章

業
務
）

陸
）輝

雄

殿

陸
）輝

美

殿

海
）和

弘

殿

内
（陸
）

幸
仁

殿

陸
）

浩

殿

海
）勝

則

殿

内
（陸
）

善
明

殿

光
章

業
務陸

）

孝

殿

行

殿

（空
）

三
男

殿

海
）久

吉

殿

内
（陸
）

幸
夫

殿

陸
）訓

殿

（海
）

範

殿

臣
賞

功
労
）

陸
）二

郎

殿


